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最新の計測技術で
国の課題解決をサポート
　各種計測の計画立案から機器の開

発、設置まで、一貫して行うのがウイ

ジンです。戦後の食糧不足の時代に

は、作物の生育に最適な条件を求め

て、農業試験場で水位や温度や雨量

の計測を手がけました。その後も、土

木治水のための河川の水位や流量の

計測など、国が取り組むべき課題の

解決を独自の計測技術で支えてきま

した。近年では環境問題に対する汚

染物質の計測やヒートアイランド現象

の解明のための路面温度の計測と、

時代の要請に沿った計測器、計測方

法を開発しています。

　現在の大きな課題は農業の改革で

す。スマートフォンで遠隔地から農地

をモニターし、水や肥料の散布も指

示できるシステムを開発しています。

またおいしい作物を作るプロの手腕、

水やりや日照などのデータを数値化

し、自動でコントロールするシステム

も完成に近づいているそうです。こう

した環境を整えることで農業に若者

が戻ってくれればうれしい、と森忠保

代表取締役社長は語ります。

　沖縄の農業研究施設では、サトウキビ畑自体を15トンの秤の上に載せまし
た。畑の水分量の変化が一番正確にわかるからです。スピードガンのない時代
に、初めてサッカーボールのスピードを測ったのもウイジンです。ボールにひもを
付けて伸びる速さを計測しました。
　需要があれば誰も測ったことのないものにも果敢にチャレンジする。それが小
さな会社が最先端のプロジェクトに関わり続ける秘けつだそうです。

　普段から何か作ってみたり、畑や山に行って
いろいろなものを見たりしていないと、アイデ
アは浮かんできません。雨はどうやって降るの
か、雨粒の大きさはどのくらいか、何でも「疑問
に思うこと」がものづくりへの第一歩です。

森忠保代表取締役

フロート（ 浮き）
で水位の変化を記
録する精密水位計

浸透の原理で土中
の水分量を測るテ
ンシオメーター

超音波を水面にあ
てて水位を測る超
音波計

“ししおどし”の原
理で湧き水の量を
測る転倒マス型量
水計

デジタルデータが
記録できるデータ
ロガー

試作品づくり

「ウイジンの製品を使って良いデータが出たと
言われるとうれしい」と話す安田さん

誰もやっていないことを世界に先駆けて考える

アイデアはたくさんの体験から
生まれる
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